
束にしておくと， (26) で L;"" L;."L;官の意味をふ

(x， ωが R の所だけを動いて加えるということに

しておくと以上の解析はそっくりそのままでよい

ことになる.

キーワード縮約のもう一つの特徴は，これが多

くの桁を少ない桁に締約することだけが目的なの

だから，各文献の表現ベクトルを GF(2)叫のどの

点に写像するかはまったく自由に選べるというこ

とである.この意味での自由性はどのように利用

したらもっとも良いかといった決め手はいまのと

ころ見当らない.

さてハッシングやキーワード縮約のような情報

圧縮の原理は，人間に解りやすい冗長度のある情

報をコンビュータで処理しやすいコンパクトな情

報に圧縮することであるが，コンピュータで処理

した後で、人間の言葉に戻す必要，つまり逆変換も

必要である. (従来のハッシング法はこの逆変換が

不可能であった). 

この逆写像をつくるためにはいままでの GF

(2)π と GF(2)m の役割をかえさえすればよい.

つまりハッシングやキーワード縮約のためには正

変換用の関数f と逆変換用の関数f とを (25)(26) 

の方法で別々につくっておけばよいのである.

例 4 漢字プリント:例 3 の逆変換でみたよう

な小さな空聞から大きな空間への写像は，漢字プ

リントの問題にも有用な方法を与える.

漢字をたとえば50x 50の細分されたマス目の白

黒で印刷するためには， 50 x 50=2500ピットの情

報で漢字を記憶しておかねばならない.漢字はせ

いぜし、 10000 (豆 215 ) だから， 15 ピットもあれば記

憶できるはずである. したがって GF(2)15 から

GF(2)2削への写像関数を (25)(26) にならってつ

くれば良いことになる.
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数理パズルを楽しもう(10)

問題勝手な形の長方形ABCDがあります.これを

2 本の直線で 3 片に切り分け， うまく組み替えて正方

形にしたいのです.どのようにすれば，よいでしょう

か.ただし長方形の検

の長さは，縦の長さの 4

倍よりは短いものとしま

す. 口

[7月号(440ページ)の解答〕同じ大きさの 2 つの正五

角形を，図 a のような配置にかくのがポイントである.

すると， 2 辺の重なり合った部分として，線分ABがで

きるが.これを i 辺の長さとする 12個の正五角形が，簡

単な作習で図 b のようにできる.これから，図 c のよう

な切り抜きをつくれば，それが求める展開図である.こ

の作図の証明は初等的なので，省略させていただく.

なお3 この問題は高木貞治先生の著書( 1 J からヒン

トを得たものである.

( 1 J 高木貞治，数学小景，岩波書店， 1943. 

(中村義作信州大学工学部)

1978 年 8 月号
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